
　モクレン科、ユリノキ属、Liriodendron 
tulipifera、北アメリカ東部原産、落葉
広葉樹。明治初期に渡来した30粒の
種から育った苗木の一本は明治14年
に国立博物館に植えられ、現存する。
中部大のユリノキは、キャンパス中央
の芝生庭園の北西部、クラブハウス
近くに10本ほどがある。いずれも20-
30mの高木で、艶のある緑の葉が光を
反射して風に揺れ、堂々とした樹形で
ある。
　原産地では樹齢500年、60mに達す
る大木もあるらしい。開拓時代に材と

して盛んに利用され、アメリカニレと
ともに「 liberty tree」として独立の象
徴にもなったらしい。ワシントンはこ
の樹を好み、自らの農場に植えたとい
う。Edgar A. Poeの「黄金虫」では、
海賊Kiddの財宝は目印となったユリ
ノキの大木の傍らに埋められていた。
ユリノキに新大陸の風影を感じるのは
筆者だけだろうか。
 和名は属名の直訳らしく、蕾と未成
熟な果実の形はユリの蕾に似ている。
他に、葉の形が半纏に似ているのでハ
ンテンボク、花が蓮の花を思わせるの
でレンゲボク（蓮華木）、花がチュー
リップを思わせることから、tulip tree
などの名がある。
　花は4月に咲く。花弁は9枚あり、
うち3枚は外に垂れ下がって萼のよう
に見える。6枚は蓮花状の花弁となっ
て果軸の雌しべの集合体と多数の黄色
い雄しべを囲む。花弁の上部は薄い黄
緑色で、中部はオレンジ色の縞とな
り、下部は白に近い。オレンジ色の内

側に蜜腺があり、多量の蜜を分泌する
ので蜜源植物となる。滴る蜜が昆虫や
鳥も引きつけるためか、花が樹下に散
らばっていた。香りには柑橘系のリモ
ネンが含まれるらしい。
　たくさんの花をつけて高く直立する
ユリノキの姿は若さと未来を思わせ、
学園にふさわしい。花弁が失われた後、
先の尖った果軸を囲んで十数片の木化
した翼果が開く。その姿は燭台のよう
である。燭台はやがて壊れ、翼果は風
に吹かれて散る。
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　小・中学校で行う天体の学習は、昼間に実際の星や月の動
きを観察することができないため、教師は指導に苦労します。
そこで国立天文台が作成した天文シミュレーションソフト
「Mitaka」（以後、「Mitaka」）を用いた授業実践を行いました。
「Mitaka」の特徴は、地球から天体を観るだけでなく、宇宙に
飛び出して星に接近し、その表面を観察したり、宇宙のさま
ざまな構造や天体の位置を見たりすることができます。私の
研究室の学生4人は「Mitaka」の操作・解説マニュアルを作
成し、それを用いた授業を小学校4校と中学校1校で先生方に
実践し、卒業研究にまとめました。現在、児童・生徒に一人1

台のタブレットPCが貸与されています。
それに「Mitaka」をダウンロード・イ
ンストールし、子どもたちが主体的に
「Mitaka」を操作して天体学習を行う実
践をしてもらいました。子どもたちは、
天体への興味・関心を高め、興味を持っ
た天体について自ら調べ学習を行いレ
ポートにまとめていました。
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ユリノキ
（ハンテンボク、蓮華木、チューリップツリー）

（写真上）子ども一人一人が、「Mitaka」をダウンロー
ド・インストールしたタブレットを操作しながら行
う天体学習
（写真右）子どもたちが自ら「Mitaka」を操作して
天体学習を行った後、興味・関心を持った天体を主
体的に調べ学習し、まとめたレポート


